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を加えた全26人の閣僚候補者名簿は ₁ 月12日に発表された。しかし， ₁ 月28日に




名簿が新たに公表され，翌月 ₄ 月 ₁ 日には議会に上程，18日に採決が行われた結
果，承認された。国防相については ₄ 月 ₆ 日にモハンマド・アフザル・ルーディ























フガニスタン北部に拠点を移したとの観測も流れた。この ₄ 月と ₅ 月のターリ
バーンの攻勢によって，250人以上が死亡し，700人近くが負傷するなど多大な被
害が生じた。







ターリバーンによる攻勢が続いているさなかの ₅ 月 ₂ 日，カタールのドーハに
おいてアフガニスタン政府とターリバーンとの非公式協議が ₂ 日間の日程で行わ
れた。協議の結果，ターリバーンの政治事務所をドーハに設立することで合意し














































































た。 ₄ 月20日には IS とターリバーンの双方が互いに相手への「聖戦」を宣言し，
さらに IS はモッラー・オマルを「無知で文盲」と蔑む発言をするなど一触即発
の状況であった。そして ₅ 月16日にはついにナンガルハール州で IS とターリバー
ンが武力衝突するという事態に至り，25日には西部ファラーフ州でも数日間にわ
たる戦闘が生じた。また，₆ 月 ₃ 日にはナンガルハール州で IS により10人のター
リバーン兵が斬首のうえ殺害され，15日にも同州で軍事衝突が発生するなど双方
の衝突が頻発するようになった。








オマル死亡の報とそれに伴うターリバーンの内部対立が生じた後の ₉ 月 ₉ 日に
は，マンスール派の攻撃を受けて窮地に立たされたザーブル州のターリバーン司
令官ダードゥッラーに対してファラーフ州の IS が援軍を送り，その後ダードゥッ
ラーは IS に忠誠を誓うという状況が生じている。この事例は，IS がターリバー
ンの内紛に乗じてターリバーン勢力の一部を自らに取り込む形で勢力を伸張させ
ているという典型例と言えよう。さらに10日には IS がナンガルハール州内に ₃
つの私設刑務所を設置，20日には同州内の58の学校を閉鎖したとの報道があり，
本格的支配体制が構築されつつあることをうかがわせた。
IS が政府軍，ターリバーンとの衝突を各地で繰り返すなか，11月 ₈ 日，数カ
607
2015年のアフガニスタン


































由としてファラーフ州知事を解任， ₅ 月28日には都市開発省の幹部 ₆ 人を汚職の
























































































































































































で ₄ 人に死刑， ₈ 人に16年の禁錮刑，18人は
証拠不十分で無罪の判決。







リバーンと IS が衝突， ₃ 人のターリバーン
幹部が死亡，多数が死傷。




































































































26日 ▼ 東部ナンガルハール州で IS による
政府軍への大規模襲撃。
28日 ▼ターリバーン，クンドゥズ市を ₃ 日
間にわたって占領。



































8 日 ▼ ザーブル州で IS により拉致された
₃ 人の女性を含む ₇ 人が斬首により殺害。




































9 日 ▼「第 ₅ 回アジア中核諸国―イスタン
ブルプロセス閣僚級会合」にガニー大統領出
席。
10日 ▼ナビール NDS 長官が辞任。




























経済相 Abdul Sattar Murad
農村開発相 Nasir Ahmad Durrani
労働 ･ 社会問題 ･ 殉教者 ･ 障害者相
 Nasreen Owryakhel
薬物対策相 Salamat Azimi
文化情報相 Abdul Bari Jahani
鉱物相 Daud Shah Saba
農業相 Assadullah Zameer
商業 ･ 産業相 Humayoon Rasaw
公共事業相 Mahmoud Baligh
国境 ･ 部族問題担当相
 Mohammad Gulab Mangal
難民問題担当 Seyed Hussain Alemi Balkhi
高等教育相 Farida Momand
保健相 Ferozuddin Feroz
都市開発相 Sayed Mansur Naderi
女性問題担当相 Dilbar Nazari
運輸 ･ 民間航空相 Muhamadullah Batash
通信・情報技術相 Abdul Razaq Wahidi
国家安全保障局長官 Massoud Andarabi（代理）








（出所） Afghanistan Online のウェブサイトに
掲載されたリストより筆者作成。
3 州知事（2016年 ₂ 月10日現在）
ウルズガーン州 Amanullah Khan Timuri
カーピサー州 Mehrabuddin Safi
カーブル州 Hamid Akram＊




ゴール州 Ghulam Naser Khaze＊
ザーブル州 Mohammad Ashraf Nasari
サマンガン州 Khairullah Anosh
サレポル州 Abdul Jabar Haqbin＊
ジョウズジャーン州 Boymurod Qoyinli＊
ダーイクンディ州 Masooma Muradi＊
タハール州 Abdul Latif Ibrahimi




バーミヤーン州 Mohammad Tahir Zahir＊
パクティアー州 Nasratullah Arsala＊
パクティカー州 Aminullah Shariq＊
バグラン州 Abdul Sattar Bariz＊
バダフシャーン州 Shah Waliullah Adeeb
バルフ州 Atta Mohammad Noor
パルワン州 Mohammad Asim＊
パンジュシール州 Arif Sarwari＊
ファーリヤーブ州 Syed Anwar Sadat＊
ファラーフ州 Muhammad Asif Nang
ヘラート州 Mohammad Asif Rahimi＊
ヘルマンド州 Mirza Khan Rahimi＊
ホースト州 Hukam Khan Habibi＊
ラグマン州 Abdul Jabbar Naimi＊
ローガル州 Halim Fedayi＊
ワルダク州 Hayatullah Hayat＊
（注） ₁ ）＊はこの ₁ 年間に新たに着任した州
知事である。知事の交代は近年ではもっとも
多く，25州に及んだ。





2011/12 2012/13 2013/14 2014/15
国 内 定 住 者 推 計 人 口（100万人） 24.988 25.500 26.023 26.556 
男 性 推 計 人 口（同上） 12.782 13.044 13.312 13.585 
女 性 推 計 人 口（同上） 12.206 12.456 12.711 12.970 
消 費 者 物 価 上 昇 率（％） 8.4 6.4 5.6 -0.7 
為替レート（ 1 ドル＝アフガニー）1） 47.67 51.58 56.42 57.37 
（注） 1 ）為替レートはカーブル自由市場の年平均値。
（出所） Central Statistics Organization, Afghanistan Statistical Yearbook 2014-15; CSO ウェブサイト。
2 産業別国内総生産（実質価格）1） （単位：100万アフガニー）
2011/12 2012/13 2013/14 2014/152）
農 業 105,782 109,221 118,257 122,681 
工 業 101,692 109,575 114,540 117,298 
鉱 業 ・ 採 石 3,834 3,791 3,724 3,644 
製 造 業 47,585 51,069 51,728 50,440 
食 料 ・ 飲 料 ・ タ バ コ 45,033 47,334 47,883 48,230 
建 設 業 50,091 54,526 58,869 62,990 
サ ー ビ ス 業 199,241 231,155 246,017 251,731 
国 内 総 生 産（GDP） 406,716 449,950 478,814 491,710 
（注） 1 ）2002/03年度を基準とした実質価格。 ₂ ）2014/15年度は一部推計値。
（出所） 表 1 に同じ。
3 国家財政 （単位：100万アフガニー）
2010/11 2011/12 2012/13 2013/14 20141）
支 出 総 額 231,749.6 255,259.7 265,320.7 348,244.0 456,312.3 
経 常 支 出 119,849.4 154,063.1 157,970.6 206,585.0 288,739.6 
開 発 支 出 111,900.2 101,196.6 107,350.1 141,659.0 167,572.7 
国 内 収 入 80,474.4 93,663.0 87,911.0 123,000.0 133,837.0 
税 収 68,900.0 78,766.0 72,101.0 92,001.0 105,144.0 
そ の 他 11,500.0 14,897.0 15,810.0 30,999.0 28,693.0 
国 際 支 援 76,151.2 165,604.4 150,426.9 215,005.1 300,169.2 
贈 与 76,151.2 161,596.7 146,754.8 212,168.1 297,408.9 
借 入 0.0 4,007.7 3,672.1 2,837.0 2,760.3 
（注） 1 ）2014年に関しては ₃ 月から12月まで。
（出所） 表 1 に同じ。
